
 

 

★「子どもの体力向上推進委員会」において子どもの体力向上策を検討します 

★すべての区において、子どもが運動する機会の提供に取組みます 

⚫ 大阪市教育委員会では「子どもの体力向上推進委員会」を設置し、学識経験者、ＰＴＡ

協議会、幼・小・中の教育研究会から、委員として参加していただき、「全国体力・運動

能力、運動習慣等調査」の結果を踏まえ、子どもの体力等に関する特徴を分析し、体力

向上に向けた方策について全市へ示します。 

⚫ 区内すべての小中学校と区が協力して、運動やスポーツに親しむ機会の確保に努めて

いきます。 

 

 
 具体的な取組   

 

 

 

 

○すべての小・中学校で「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」を実施 

⚫ すべての小・中学校で「学校の概要」を活用し、自校の結果を分析するとともに、成果と課

題を明らかにします。 

⚫ 各校において、自校の成果と課題に基づいて「学校の概要」や「学校のあゆみ（中学校）」で

ホームページに公表し、ＰＤＣＡサイクルの確立に取り組みます。 

○小学校３・４年生については大阪府下全域で「新体力テスト」を全種目実施 

⚫ すべての小学校３・４年生で「新体力テスト」を実施し、５年生の調査に向けた継続した取

組を進めます。 

 

大阪市子どもの体力づくり強化プラン 

 

自校の課題を明らかにし、取組を進めるために 

１ 「学校の概要」や「学校のあゆみ（中学校）」で公表します 

 

『体力』は、人間のあらゆる活動の源です！ 
体力は、人間の活動の源であり、健康の維持のほか意欲や気力といった精神面の充

実に大きく関わっており、豊かな人間性や「自ら学び、自ら考える」といった「生きる

力」を支える重要な要素です。 

さらに、人間の発達・成長を支えるとともに、生涯を通じて、明るく活力のある社会を

維持形成していく基礎となるものであり、より豊かで充実した人生を送るためにも、幼

少期から運動する習慣を築いていく必要があると考えます。 

将来を担う子どもの体力を向上していくことは、我が国の将来の発展のためにも、

重要なミッションです。 

 



 

 

 

 

 

○幼児期からの体力向上策を検討 

⚫ 幼児教育の充実のために令和元年度に改定された「就学前教育カリキュラム」との関連を

図りながら、幼児期からの様々な運動について取組をすすめます。 

○指導内容・指導方法の改善 

⚫ 教員が実際に体を動かし学ぶ、「子どもの体力向上実技研修会」を実施し、指導力の向上に

努めます。 

⚫ 幼稚園、小学校、中学校の教育研究会と連携をし、効果的な授業の研究をすすめます。 

⚫ 「子どもの体力向上推進プログラム」を SKIPポータルサイトに掲載することで「子どもの体

力向上推進委員会の提言」を全ての学校園で共有します。 

⚫ 子どもの運動意欲の向上を図るために、全市小学校において、体育授業の導入場面や休み

時間等に活用できる「シナプソロジー」の取組を進めます。 

⚫ 積極的に体力向上の取組を実践している学校を紹介し、全校園で共有します。 

○スポーツの大会への積極的な参加 

⚫ 小学校体育連盟、中学校体育連盟と連携をし、春季・秋季の総合体育大会、総合スポーツ

交歓会等のスポーツ大会の充実に努めます。 

⚫ 大阪市や大阪府の主催する事業などの気軽にスポーツを楽しめる事業の紹介に努めます。 

 

 

 

 

 
○学校・地域・家庭の連携をはかり、子どもが運動やスポーツに親しむ機会を提供 

⚫ 「いっしょにのばそう！ 子どもの体力」（保護者向けのリーフレット）を配布し、保護者や地

域の方々と共に子どもの体力向上に向けて取り組みます。 

⚫ 長期休業中や休日等に行われる、地域でのスポーツ行事への参加をすすめます。 

○生徒が参加しやすい自主的な活動として、部活動のあり方を検討 

⚫ 中学校における部活動指導体制の充実と教員の長時間勤務の解消を図るため、「部活動指

導員活用事業」を実施し、部活動の支援を充実させます。 

⚫ 休日の部活動について、多様な子どもたちが活躍する場を確保するために、地域と子ども

が一層つながることをめざし、学校と地域が協働・融合しながら段階的な地域移行を進め

ます。 

○子どもの体力を向上について、区役所や関係機関・関係団体と協力 

⚫ 子どもの体力を向上させるために、子どもが気軽に楽しく参加できる取組を企画・実施します。 

⚫ 一流のスポーツを観戦する機会の情報を提供します。 

⚫ 経済戦略局と連携し、トップアスリートが子どもに指導する「トップアスリートによる『夢・授

業』」をすすめます。 

自主性を引き出し、意欲的に体育・スポーツに取り組むために 

２ 体育の授業・スポーツ行事を充実します 

 

運動・スポーツに対する興味・関心を高めるために 

３ 様々な機関の活用をすすめ、広くスポーツに関わる機会を提供します 

 


